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１．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転状況について

２．ＰＣＢ廃棄物の６月の受入計画

３．岐阜県・三重県内の少量保管事業者に対する説明会の開催

　

　５月には、はじめて三重県・岐阜県の保管事業者の方々を対象として、①５月２３日に三重県桑名市（対象
者：桑名市・木曽岬町の保管事業者）、②５月２８日に岐阜県羽島市（対象者：羽島市の保管事業者）におい
て説明会を実施しました。

豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（Ｎｏ.５０）

　６月のＰＣＢ廃棄物の受入計画は、左表のとおりです。

　大型・小型トランス類は、愛知県内から２４台、車載型トラン
スは静岡県内から４台を受け入れる予定です。

　コンデンサ類は、少量保管事業者（保管台数が２０台未満の
事業者）を中心に、豊田市内の事業者から８６台、愛知県内か
ら３２３台を受け入れる予定です。

　豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設（豊田施設）の５月の処理実績
は下表のとおりです。

　５月は、２日に春期定期点検を終え、再稼働後の施設の安
全性等を確認して、８日からＰＣＢ廃棄物の処理を再開して
います。

　また、運転状況の紹介として、大型トランスの受入時及び
受入確認時の写真を掲載します。

　また、廃ＰＣＢ等（ドラム缶に入っているＰＣＢ油）については
愛知県内から８個を受け入れる予定です。

　弊社では、ＰＣＢ廃棄物（トランス、コンデンサ等）の保管台数が２０台未満の事業者（少量保管事業者）の
方々を対象に、『ＰＣＢ廃棄物処理説明会』を開催しています。

　会場では、①受入予定時期 ②契約手続き ③少量保管事
業者間の積み合わせ運搬等の説明を行いました。

　ご多忙のなか、ご案内した方々のうち８割以上の方々が説
明会にご出席くださいました（下表参照）。今後も順次説明会
を行いますので、保管事業者の方々におかれましては、ご案
内の際にはご出席くださるようお願いいたします。

　２０年６月の受入計画（予定）
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４．豊田事業部会の開催

　 ①

②

５．豊田施設の環境方針の紹介

日本環境安全事業株式会社（ＪＥＳＣＯ）

（連絡先） 　豊田事業所　　　０５６５－２５－３１１０
　【豊田事業ＨＰ】　http://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

等の意見をいただきました。今後も安全かつ確実なＰＣＢ廃棄物の処理を推進してまいります。

連絡先

　豊田施設では、地球環境保全及び改善の取組みを総合的に推進するため、平成２０年度中の
※

ＩＳＯ
14001の認証取得を目指しています。

　組織が環境活動を行うための骨子が『環境方針』であり、豊田施設においても定めております。以下の
とおりご紹介します。

引き続いて安全な操業を継続すること

これからも定期的に内部技術評価を行い、処理事業
の質の向上を図ること

　５月１５日、豊田施設において日本環境安全事業株式会社
（JESCO）ＰＣＢ廃棄物処理事業検討委員会豊田事業部会（主
査：田中勝 岡山大学名誉教授）を開催しました。

委員の方々からは、

　部会では、まず豊田事業所から昨年６月末の操業再開以降

のＰＣＢ処理事業の進捗状況、
※

内部技術評価結果等につい
て報告し、つづいて本社事務局から、豊田を含めた全事業所
（５事業所）の現状等を報告しました。
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平成２０年３月２６日　　　
日本環境安全事業株式会社　豊田事業所長

　平成27年3月までに岐阜県、静岡県、愛知県、三重県に保管されているPCB廃棄物処
理完了を目ざし、事業を推進します。

　「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法」をはじめ、当事
業所の環境側面に関係する法的要求事項、及び当事業所が同意する自治体との約束
等その他要求事項を順守します。

　環境目的及び目標を設定し、また定期的に見直しを実施し、環境負荷の低減を推進し
ます。

JESCO豊田事業所　環境方針

　環境保全活動にかかわる情報を積極的に開示し、全ての利害関係者の理解と信頼の
確保に努めます。

　日本環境安全事業株式会社豊田事業所は、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県で保管されて
いるポリ塩化ビフェニル(PCB)廃棄物処理を事業主体として設立された国の環境政策を実行す
る事業者であり、安全で確実な処理と情報公開による社会からの高い信頼のもとに、期限内に
処理事業を遂行することで地球環境の保全に貢献します。

　環境マネジメントシステムを継続的に改善し、事業活動による排気、排水、残渣等が環
境に影響を与えないよう、徹底した管理を実行し、汚染の予防に努めます。

　ISO14001とは、1996年に国際標準化機構(ＩＳＯ)が発行した『環境マネジメントシステム』の国際規格
です。

　『環境マネジメントシステム』とは、環境に関する経営方針を体系的に実行していくための仕事の仕
組みのことであり、『ＰＤＣＡサイクル（Plan：計画 Do：行動 Check：点検・評価 Action：見直し）』を行っ
て、環境への影響をできるだけ最小限に抑えることを目的としています。

※

事業部会の様子

※内部技術評価制度
　ＰＣＢ廃棄物処理施設の健全性及び運転・操業の確実性の確保と、これらの維持向上を図るため、運転開始
した事業所を対象に、弊社本社が施設の操業、安全衛生管理、教育・訓練等の状況を評価する制度です。


